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論 文 内 容 の 要 旨
ACTHの分泌調節機序に関する研究は,その測定が比較的困難なため,従来主に尿中および血中corti-
coidsの変動を指標に行なわれてきた｡しかし,ACTHの分泌調節機構をより革細に検討するためには,






実験よりヒトACTH分泌に adrenergicmechanismが関与しており, α受容体が分泌促進的に, β受
容体が抑制的に働いていることを示唆する結果を得た｡又セロトニンの前駆体である 5-hydroxytrypto-
phanが血梁 ACTHを増加させることから, ヒトACTH分泌に SerOtOninergicmechanism が関与し
ていることを示唆する結果を得たが,しかし,dopaminergicmechanismが関与することを示す成績は得
られなかった｡以上の結果はヒトACTH分泌にモノアミンが関与していることを示唆する｡
次に著者の radicimmunoassayに使用している抗血清が αト 24ACTH と交叉反応を示さないことを利
用して α1-24ACTH投与が内因性 ACTH分泌に及ぼす影響について検討した.その結果,今回の成績か


















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




が直接的に関与するといういわゆる shortloopfeedbackは証明できなかった｡ また正常妊婦の ACTH
分泌調節はほぼ正常に保たれていた｡分娩時胎児は,すでに母体とは独立して ACTHを分泌しうること
を示唆する結果を得た｡更に血奨 ACTHの測定は間脳下垂体副腎皮質系疾患の鑑別診断に極めて有用で
あることを明らかにした｡
以上本研究は ACTHの鋭敏な radioimmunoassayを開発し,本法により人の各種の生理的状態およ
び内分泌疾患患者における ACTH分泌調節機構について,いくつかの新しい知見を明らかにしたもので
あり,内分泌学に寄与するところ大である｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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